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小貫　本日は、「支援としてのコーチング」につ
いて、いわゆる他の技法との違い、例えば
カウンセリングやスキルトレーニング等と
はどう違うのか、それをどのようにして
使っていくか、また、どのように発展でき
るか等、コーチングの実際と可能性につい
て深めていきたいと思います。

　　　　その中で、コーチングの研究をしておら
れる木内先生には、日本ではまだ平易な言
葉で紹介されていないコーチングについて
紹介して頂き、田中先生にはこれまでの学
校における指導や支援との対比からコーチ
ングについてお話し頂きたいと思います。
その中で、特に発達障害の支援技法として、
コーチングの可能性が見えてくるような議
論になるといいなと思っていますので、ど
うぞよろしくお願いします。

　　　　まずは木内先生、コーチングというアプ
ローチについてご説明頂けますでしょう
か。

木内　まず、ICF という国際コーチ連盟という機
関が出している定義から言うと、「コーチ
とクライアント間の関係、パートナーシッ
プであって、クライアントの公私における
パフォーマンスの最大化を目指す関係」と
示されています。

　　　　主に対話を通してクライアントの問題解
決を支援する方法をとっていますが、カウ
ンセリングでは問題に焦点を当てて対話を

進めるのに対して、コーチングには、その
人がどうなりたいかという理想とか希望の
実現に焦点を当てるといった特徴がありま
す。また、具体的な目標達成を目指したア
プローチという点も特徴と言えますね。

小貫　「パフォーマンスの最大化」という言葉は、
カウンセリングではあまり馴染みのない言
葉かもしれませんね。一方で、「希望の実現」
に関しては、カウンセリングでよく耳にす
る「自己実現」に近い印象をもちました。

　　　　パフォーマンスという言葉には、「今、
もっている力」といったニュアンスが含ま
れますよね。スキルトレーニングの「トレー
ニング」という言葉には、引き出す、引っ
張るという意味があって、力をよりつけて
いくようなニュアンスがあります。一方、
コーチングは、今もっている力やスキル等
を使って、その人の目標達成を支援すると
いった、トレーニングとは対照的なニュア
ンスがあるように感じました。

　　　　また、カウンセリングについては、従来、
目的が非常に大きかったり、曖昧であった
りする中で、課題解決や問題解決について
は焦点化されにくい印象があります。その
ような点が、カウンセリングが発達障害の
人に合いにくい要因ではないかという感触
をもっているのですが、田中先生どうです
か。
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田中　そうですね。私が教員の頃に、経験した時
に感じたことと重なりますが、カウンセリ
ングについては、目標を設定していたとし
ても、曖昧さを含んでいますよね。また、
その目標に対するゴールもあまり明確では
ないような印象があります。それとは違っ
て、コーチングとトレーニングでは、基本
的に明確なゴールが設定されているという
印象を受けますよね。

小貫　明確なゴールがあるという共通点がある中
で、トレーニングの進め方はイメージしや
すい部分があるのですが、コーチングは具
体的にどのように展開していくのでしょう
か。

木内　やはり、何かしらのきっかけがあって、ク
ライアントが自発的にコーチングを受けに
来るところから始まります。クライアント
が困り事を抱えている場合は、そのことに
ついて話を聞いていくことになりますが、
早い段階でクライアントがどのようになり
たいか、到達したいポイントや目標の明確
化を行います。

小貫　どのようになりたいかという話をする中
で、クライアントが最初に持ち込んだ困り
事から変化していくことはありますか？

木内　困り事と近いこともありますし、面接を通
してそこから離れることもあります。例え
ば、夜お酒を飲んでしまうとか、生活習
慣を良くしたいということで相談に来た
クライアントで、「毎晩つぶれるまで飲ん
で、次の日も半日寝てしまうような状況だ
から、何とかお酒を飲まずに生活習慣を良
くしたい」という話から始まったとします。
そこから色々と話を聞いている中で、どう
やらクライアント自身が求めているもの
は、禁酒や生活習慣の改善というよりも、

人生に対する不全感の解消であることがわ
かって、「自分がやりたいことをやれるよ
うになりたい」という目的に移行する場合
もあります。この他にも、今の仕事が、自
分の経済や家計を支えるためのものになっ
てしまっていることに気づき、「自分の人
生の中では、実は他にやりたいことがある」
という話になっていくこともありますね。

　　　　そのため、必ずしも初めに言っていた困
り事と、その人が将来実現したい目標や状
態が直接的に結び付くとは限らない場合が
よくあります。

小貫　コーチングという言葉を最初に聞いた時
に、私が真っ先に思い浮かんだのはスポー
ツのコーチのイメージだったのですが、木
内先生のお話を聞いて、これまで抱いてい
たコーチングのイメージとは違うように感
じました。

木内　そうですね。スポーツのコーチとは違いま
すね。

小貫　そうすると、発達障害の人に対するアプ
ローチとしてコーチングを選択するという
点はどのように考えると良いでしょうか？
仮に、人生の不全感という話になった時に、
どうしても発達障害の人達の処理が追い付
かなくなって、何となく対話が空回りし始
めるような印象があります。発達障害の人
に対してコーチングが合うかどうかという
点について、木内先生はどのようにお考え
ですか？

木内　自己実現を目指すようなカウンセリングで
話が空回りするようなことがあるとすれば、
そのアプローチが抽象的であることが理
由なのかもしれません。もし、コーチング
を行うのであれば、カウンセリングよりも具
体的な次元で話は進んでいくと思います。



24

特集：支援としてのコーチング

　　　　先程の例で挙げた人の話でも、今どのよ
うな不全感を抱いているのか、これまでの
人生の中で、満足していた時はどのような
時だったのかといった具体的な話を中心に
するということです。つまり、コーチング
では、最終的に何ができるか、何をするか
といった、クライアントの行動のレベルま
で深めて話を進めていきます。

小貫　伝統的な1960年代くらいのカウンセリン
グでは、いわゆる傾聴を中心とする手法に
なると思いますけれども、カウンセリング
も発達障害の人に適用される中では、彼ら
の脳機能に合わせて、徐々に具体的な行
動レベルになっているような印象もあり
ます。そうすると、違いというのが、言葉
の上での違いなのか、カウンセリングが
コーチングに徐々に近づいていると考える
のか、あるいはコーチングに何か単独のイ
メージがあるのか、その点についてはいか
がですか？

木内　その流れで、コーチングについて１つ言え
るとすれば、「話を聞く」というところは
目的としていません。受容とか共感とか信
頼関係というのは、もちろんコーチングで
も重要なポイントですが、それ以上に、「問
題を解決する」、「目標を達成する」、「パ
フォーマンスを高めていく」といった点を
目指すところがコーチングの特徴と言えま
す。

小貫　話しを聞くことを目的にする形でないとす
れば、具体的にはどのような方法で行うの
でしょうか。

木内　基本的には、まず、クライアントが将来ど
のようなポイントに到達したいかといった
目標について話し合い、その次に、現在の
状態と目標との差について明確化します。

そして、その差を埋めるためには、どんな
ことができるかという点について話を進め
ていきます。

小貫　現状と目標の差という視点については、カ
ウンセリングと異なる点かもしれません
ね。現状と目標の差を見る中で、過去に意
識を向けることはありますか？

木内　クライアントの過去のリソースを探る必要
があれば、過去に焦点化することはあるか
もしれません。しかし、クライアントの過
去の問題に関する話をすることは、極めて
少ないと思います。そのため、コーチング
は、現在から未来志向、もしくは、未来志
向というような説明がされますね。

小貫　ギャップを見つめることによって、それを
埋めるためのステップを考える感じです
か。そうすると、行動分析に近いイメージ
でしょうか。

木内　そうですね。私は、ICF が提唱しているコー
チングの全般的な定義に、オーストラリア
とかイギリスを中心に発展しているコーチ
ング心理学の要素を加えたアプローチを重
視して考えています。コーチング心理学の
要素を加えると、認知行動アプローチと解
決志向アプローチが加わるようなイメージ
ですので、小貫先生がおっしゃった点も含
まれると考えています。

小貫　コーチング心理学の領域の人が、そのアプ
ローチをカウンセリングとは名乗らないの
は何故なのでしょうか。

木内　名前の違いが一番大きいと思いますね。カ
ウンセリングは、問題について話す、現時
点でマイナスの人をプラスマイナスゼロに
もっていくというイメージが強いと聞いて
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います。それに対して、コーチングは、現
時点がマイナスではなく、ゼロからでもプ
ラスからでも、さらにプラスを目指してい
くといったイメージです。

田中　今の話を聞いていて、コーチングとカウン
セリング、同じ場所というか分野から発生
しているとは思うのですが、私としては、
コーチングは、トップダウンの考え方が非
常に強い自立活動のような印象をもちまし
た。

　　　　自立活動の指導の中でも、自分の障害の
特性を理解して、どのように生きていくか
と考えた時に、この先、自分がどうなりた
いかといった、要素が強い授業を行う時に、
このコーチングと似たようなことをやって
いる気がします。

小貫　特別支援教育でボトムアップ的な教育とい
うのは、下から1個ずつ積み上げていくよ
うなイメージですね。買い物を例にすると、
足し算や引き算、繰り上がりや掛け算、割
り算、というようにして計算のスキルを1
つずつ積み上げていき、その結果、買い物
ができたという結果につながっていくよう
なイメージですね。

　　　　逆にトップダウン的な教育は、買い物の
例で言うと、とにかく「買い物ができた」
という結果を出すことを目標にして、自力
で計算をしなくても計算機を使えば良い、
とにかく値段よりも大きいお金を出せば良
いという、結果の部分と非常に近いところ
から始めていくイメージですね。

田中　今、もっている力でどう世の中と渡り合う
か、自分がやりたいことを考えた時に、世
の中とどう渡り合うかというのを考える時
には、トップダウンという言い方をするこ
とが多くあります。本人がもっている力で、
ここから先、未来に向けてどのように生き

ていくかという考え方や、その時の指導方
法というか、生徒との対話をしている時の
やりとりに、コーチングが凄く似ているよ
うな気がするんですよ。

　
小貫　もっている力、資源で勝負するっていうイ

メージと、新たに力を獲得していく、教育
的なニュアンスであったり、スキルトレー
ニング的なニュアンスであったりといった
あたりについて、コーチングではどのよう
に考えているのでしょうか。

木内　スキルの獲得、新たな力の獲得という要素
は、コーチングにも含まれると思います。
ソーシャルスキルトレーニングと違いがあ
るとすれば、コーチングでは、「あなたは
この部分のスキルが不足しているからこの
トレーニングをしましょう」みたいな、そ
ういう流れにはしないと思いますね。何か
達成したい事柄のために、この力があった
方が達成しやすいから、それをトレーニン
グしましょうみたいなニュアンスだと思い
ます。

小貫　必然性を見いだしていくことをきちっと
やっているんですね。

木内　あとは、何か新しいものを入れるというよ
りは、今、本人ができていること、資源を
使って、それが達成できないかという話は
先に出ると思います。コーチングでは、ま
ずは、今、どこができているかという話を
先にします。

小貫　コーチングは、新たな独立分野として理解
するよりも、カウンセリングであり、スキ
ルトレーニングであり、自立活動でありと
いったように、様々な要素を一つの形にし
ていくようなイメージを受けますね。
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木内　結果的には、そのようになっていると思い
ます。

小貫　そうなると、コーチングの導入や実施の仕
方が重要になりますよね。実施に際しての
留意点やポイントというのはありますか。

木内　他の分野との大きな違いはないとは思いま
すが、やはりコーチングの適用のある人に
対して行うということでしょうか。オース
トラリアやアメリカでは、「コーチは病気
や障害のある人のサポートはしない」と、
かなり厳しく言われています。

小貫　つまり精神疾患のある人たちには実施しな
いということですか。

木内　そうですね。実施しないということになっ
ています。しかし、イギリスを中心に活動
している国際コーチング心理学会の定義で
は「健康な人」を対象にするとは明示され
ていない事実もあります。

小貫　発達障害を対象とすることについてはどう
ですか。

木内　ライセンスとの関係もあるので、明言する
のは難しいところですね。現在、アメリカ
では、発達障害や精神疾患のある人の対
応をするためのライセンスを持っている人
が、支援の1つとしてコーチングを活用す
るという形で実践されていると思います。

小貫　コーチングの原理が少しずつ明らかになっ
ていくと、コーチングの手法が使われてい
く可能性もありそうですね。私の印象です
が、スポーツの世界でのコーチングという
のは、特に規制がない状況でやっているよ
うに感じるのですが、いかがですか。

田中　海外では、早い段階からコーチングという
考え方でスポーツ選手に対する指導、接し
方というのは実践されていますよね。この
点で日本は、海外の国よりも遅れている気
はするのですが、日本でもプロと呼ばれる
スポーツ選手達の世界では、木内先生がご
説明してくださったようなコーチングの考
えが当然取り入れられていると思います。

　　　　しかし、一般的に日本のスポーツ分野で
のコーチングは、今日話されているコーチ
ングとは全く違うことをしていますよね。
コーチの経験則や見聞きした話、中には精
神論を押し付けるといったような、ICF が
定義しているコーチングとは真逆のもの
だったりすることも、色々なニュースを見
ると思います。今日のお話を踏まえると、
このようなアプローチは、選手やクライア
ントがもっているスキルからだけで話を展
開してはいませんよね。

　　　　本来、コーチングというのは、木内先生
のお話にもあるように、コーチとのパート
ナー関係の中で、その人がどのようなスキ
ルをもっていて、何を望んでいて、どうな
りたいか、次の1歩をどうするか、といっ
たところから目標設定をしたりその目標に
向かって具体的に進んでいったりすること
を重視したアプローチだと思います。

　　　　また、その人の足りないところに目を向
けるのではなくて、今、何になりたいか、
その人の強みを伸ばすことや磨くことから
スタートする場合もあるのではないかとも
思います。

木内　今、田中先生が、その人が何を望んでいる
か、今その人にどんなリソースやスキルが
あるかといった点に触れていましたが、ま
さにコーチングではそれらの点が重視され
ると思います。

小貫　発達障害の人のアプローチを考える時に、
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現状や目標に関するイメージ等を分析した
上で、多様な流れがありますよね。目標達
成までの過程としてスキルトレーニングを
使うという選択肢もあれば、今もっている
スキルや強みを活かしながら、目標達成に
向かうという選択肢もあるのではないで
しょうか。その点では発達障害の人のアプ
ローチとしてコーチングが活きるように思
います。

　　　　その一方で、発達障害の人たちにおいて
は、「希望の実現」という点が設定されに
くい気もしています。想像力の障害やコ
ミュニケーションの障害と言われているよ
うな、本質的なところに弱さがありますよ
ね。実際、発達障害の人にコーチングを行
う場合には、これらの点はどのように整理
されるのでしょうか。

木内　発達障害のタイプにもよるとは思います
が、ASD の人の場合には「希望の実現」と
いった言葉はあまり使わないかもしれませ
ん。今どんなことで困っていて、それがど
うなったら良いかということは聞いていき
ますが、それでもコーチ側の意図が伝わり
切らないことは多くあります。

小貫　デヴィッド・パーカー先生は、コーチング
の講演の中でADHD という言葉を使って
いましたが、アメリカでADHD とされて
いる人の中には、日本でいうASD の人も
含まれているような印象を個人的にはもっ
ています。なので、私としては、ASD の
人もコーチングの対象とすることができる
のではないかと思っています。

　　　　「希望の実現」という表現が果たして
ASD の人たちに合うかどうかという視点
は大切ですね。例えば、希望という言葉の
裏返しで、困り感という表現を使ったりし
て、「困り感の改善」とか言い代えたりす
ると違う気がします。

木内　ASD の人との関わりを通して感じること
は、普段から困り感は抱えているので、そ
れを何とかしたいといったニーズはあると
いった点ですね。また、「自分の周りで何
が起こっているのかわからないので、それ
を知りたい」といったニーズもあります。
そのため、コーチングの中でそのような点
を解説することは少なくありません。

小貫　本人としてもうまくいってないことが漠然
とわかっている中で、その原因や要素、改
善に必要なポイント等を明確化していくこ
ともありますか？

木内　そうですね。特に対人関係でよくあるのは、
「微妙な調整をしなきゃいけない」という
ことですね。例えば、ある会社に勤めてい
て、顧客からクレームの電話が入った場
合の応答をどうするかという時に、会社と
しては、もし自分の会社に非があれば、多
少その辺りをオブラートに包んで顧客に伝
えるということをやってほしいのだけれど
も、それが難しいということがありますね。

小貫　その問題点に、果たして気づいているかと
いうことでしょうか。ご本人が「とにかく
上手に電話対応がしたい」ということであ
れば、それはそれで希望の実現ということ
になりますよね。

木内　その辺りも含めて話はしていきますね。本
当にこの仕事をやっていくのがあなたに
とって良いことなのかどうか。仕事を変え
るという選択肢もあるのかという話をし
て、この仕事を続けていきたいということ
であれば、では何故、このような問題が起
こっているのかという視点で話を進めてい
きます。

小貫　カウンセリングであれば、徐々に広げてい
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くのを、コーチングでは、むしろ先にある
ものについて明らかにし、今の問題を相
対化していくといったニュアンスでしょう
か。

木内　そうですね。特にクライアントがASD の
診断を受けていて、自身もASD である
ことを認識している場合に行われます。
ASD の人の特性として、ジョブマッチン
グの難しさがあることや、顧客対応の業務
の中で微妙な調節を求められることは本人
にとってストレスになりやすいといった話
をしていきます。

小貫　確かにその方が発達障害に合いそうな気が
しますね。つまり、一つ一つの個別対応的
なことはコーチングによってフォローでき
たとしても、その後も色々な問題が起きて
くると。本人が、現状を把握できずに混乱
を重ねていくよりは、「あなたのこの問題
の先にはこういうことがあるかもしれませ
んが、それはどうですか」といったように、
先の見通しや選択肢を呈示して、対応を考
えていくようなイメージでしょうか。そう
考えた時に、選択肢というのは、コーチは
どのように提案していくものですか。

木内　基本的には、“クライアントがどう考えて
いるか”というところを中心に進めていき
ますが、クライアントから質問があった
り必要性がうかがわれたりすれば、情報提
供や教育を入れていくという流れでしょう
か。

小貫　その点は教育的ですね。クライアントが小
さい子どもの場合、教育では、個別に今、
こうしたことに対する注意はしますよね。
コーチングとしても、その個別的で具体的
なことに取り組んでいく形があると思うの
ですが、コーチングの考え方として、その

先のものを設定した時に、クライアントが
その内容や必要性の理解ができるという発
達段階みたいな問題が出てきますよね。小
さい子から大きい子まで見てこられた田中
先生としては、どう見ていきますか。

田中　僕は、中学生や高校生ぐらいの年齢になら
ないと、コーチングという手法の適用は難
しい気がしています。特に小学校の低学年
であれば、スキルトレーニングのように、
見本を呈示したり、やり方を教えたりする
ところから始める必要性を感じています。

小貫　つまり、パフォーマンスの最大化と言った
時に、資源そのものがないと始まらないか
ら、資源を蓄えていくべきといったことで
しょうか。

田中　ボトムアップという考え方に近いのかもし
れませんが、その人に資源がない段階であ
れば、まずは、その人の中に資源を蓄える
という考え方が合うような気がしていま
す。言語発達の中で、三段論法とかその辺
りの理屈が少し分かってもらえないと、未
来を見た時にも、現状と未来とがうまくつ
ながらなかったりしますよね。そう考える
と、コーチングが実践できるのは、9歳～
10歳以降になるのではないかと考えてい
ます。ですので、小学校の中学年ぐらいま
では、コーチングは難しいと思いますね。

　　　　そして、低学年では、成功体験の蓄積が
絶対に必須だと思っています。成功体験に
よって、うまくいく方法や資源がその人に
定着していくようなイメージですね。自分
の資源を沢山蓄えて、資源がある程度整っ
てきた時にコーチングが役立つのではない
かと。

　　　　だからこそ、私は、“スキルトレーニン
グかコーチングか”ではなく、下支えする
時にはスキルトレーニングという手法が必
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要で、その下支えは、コーチングを実践し
ている時であっても、活きているように思
います。

　　　　ただ、割合の変化でいくと、低学年の時
にはスキルトレーニングという考え方、つ
まりスキルを身に付けるといった視点の割
合が多くて、次第にコーチングの割合が増
えつつ、最終的には逆転するような印象を
もっています。

小貫　スキルトレーニングも、高学年や中学生に
近づいていった時には、あなたがこうなり
たい時に、これが欠けているので、このこ
とをトレーニングしようという整理の仕方
が良いかもしれませんね。

田中　木内先生の論文では、ADHD とASD の
後にLD と境界性知能の話が出ていました
が、境界性知能もしくは軽度の知的障害あ
る時に、その人が中学生であっても、三段
論法や論理をしっかり組み上げていくこと
が身に付いていない場合もありますよね。
その場合、コーチングに対するモチベー
ションの維持について、コーチ側が意識し
ておかないと、どこかで崩れてしまう可能
性が強くあるように思います。

小貫　スキルトレーニングで個別性の高いテーマ
を扱った場合、時間が足りなくなる恐れが
あるので、基本的なスキルに焦点化する
ことが多くあります。一方、コーチング
は、その人が、現在直面している個別的な
事象や特殊な事象を扱うことができますよ
ね。また、クライアントの支援プランをた
てる時に、基礎的な内容のスキルトレーニ
ングから、その人の状態に合わせたスキル
トレーニングに移行する段階で、スキルト
レーニングの要素が薄まって、コーチング
に移行するといったニュアンスだと、発達
段階のイメージ作りができますね。

田中　コーチングもカウンセリングと同様に、ど
こかの段階でクライアントが離れていくこ
と、つまり自身の力で問題解決をしていく
ことを想定していますよね。もしかした
ら、また戻ってくるかもしれないとして
も、コーチから離れて、どのようにして自
分のパフォーマンスを最大限に発揮するか
について考えて、実行していくと思うんで
すよね。そう考えると、スキルトレーニン
グとコーチングをどのようにベストミック
スするかという視点も重要になると思うん
です。

木内　そういう部分もあるかもしれないですね。

小貫　クライアントが自分の希望を表現できない
時に、「私は君との付き合いの中でここが
重要だと思うから、とりあえずここを目指
してみない？」という教育的な方法をとる
こともありますよね。それについて、本人
が承服しかねているのか、あるいは承服す
るかどうか迷っているような時があったと
しても、目標を設定するということは重要
ということですね。先にある希望というも
のがない限り、コーチングはなかなか進ま
ないという理解でよろしいでしょうか。

木内　そうですね。そこを明確にしていくことが
非常に重要ですね。ただ、すごく自信がな
いというか、確かにすごくネガティブな人
もいます。そういう時には、まずはいい部
分に目を向けていくというか、今できてい
るところに目を向けていくアプローチを取
ることがあるかなとは思いますね。

小貫　でも、コーチングを受けに来たという事実
はありますよね。

木内　そうですね。コーチングを行う中でも、「今
日もこれができなかった」、「自分はずっと
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目標が達成できないままだ」といった話を
される人も少なくありません。そのような
場合、いきなり自分の将来がどうなるかに
ついて考えることが難しければ、毎日の生
活の中で自分ができた点、目標を設定して、
そこまでは到達しなかったかもしれないけ
れども、そこを目指してできた点に目を向
けるといったところから進めていくことは
あります。

小貫　今のお話を聞くと、やはりコーチングは「現
在」の部分を扱っている印象を受けますね。
結局、未来について問われても、語るべき
ものがあまりないんですよね。私自身、「未
来についてどうしたい？」と聞かれても、
なかなか語りにくいと思います。その一方
で、今、困っていることに対して、例えば、

「これ終わったら、次は何をやりたい？」、
「次はどうしていこうか？」といった声か
けであれば、イメージはしやすくなると思
います。

　　　　あとは、過去の整理をする中で、課題点
やヒントを見つけながら、時間をかけて未
来を明かしていくといった手法も大切なよ
うな気がしますね。

田中　私がコーチングの良い点として思うのは、
「基本的な手法がこれだ」とか「これをやっ
たらコーチングではない」等の話はあまり
出てきていませんよね。コーチとクライア
ントの関係性の中で、本人が自分のリソー
スを理解して、未来にどうなりたいかと
いった話をして、そこに向かうためにどう
アプローチをするかといった内容だったか
と思います。私は、「本人のパフォーマン
スを最大限に発揮する」という文言があれ
ば、色々なアプローチが行えて、色々な要
素を取り入れて良いというように感じたの
で、そうであれば、教育の話に物凄く近い
のではないかと思うんですよ。

小貫　希望の実現という目標があって、クライア
ントはそこに至るまでの具体的な課題を
コーチと一緒にクリアしていくのだと思う
のですが、クライアントにとっての希望や
目標が、コーチから見てクライアントの実
態とズレを感じる時は、どうしていますか。

木内　基本的には、クライアントの方向に合わせ
ていきますね。コーチとしてはズレを感じ
ているといった話もしますけど、それでも
やってみたいということであれば、ひとま
ず、そっちの方向でやってみようかという
ことになります。

小貫　途中で軌道修正をすることはありますか。

木内　軌道修正については、話し合いの中でされ
ていくことになります。やってみて、自分
がどれくらいの期間でどれくらいできるか
ということも、人によって認識が難しい場
合もありますので、一度取り組んで、そこ
から修正を検討することはありますね。

小貫　本人の希望への努力は尊重するということ
だと思いますが、教育では、その修正に力
を注ぎますよね。

田中　そうですね。私が駆け出しの頃、まだ障害
のある人や子どもと接する期間がすごく短
かった頃は、例えばその人の10歩先に危
険があると思った時に、1歩目を踏み出す
時点で、「その方向は間違っている。こっ
ちの方が良い」と指導を入れていた感覚が
あります。

　　　　しかし、今、私が現場に行ったとすれ
ば、おそらく9歩目までは一緒に歩むと思
います。その方が効率的というか、本人が
パフォーマンスを発揮しやすいのではない
かと思うので。何となく人を信じていると
言ったらおかしいかもしれませんが、10
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歩目に至る前には気づくだろうと。

小貫　1歩目から指導を入れれば、安全の確保は
されて危険も回避できる。その一方で、「危
険が近づいた場合には、自分でも注意なり
対処をしなければいけない」という大事な
ことが本人の認識に入らなかったり、伝わ
り切らなかったりする可能性もありますよ
ね。

田中　はい。ですから私は、最近はそういうこと
を思って、それこそ本当に危険に直面しな
い限りは、ギリギリの縁を歩いていても大
丈夫という考え方になっています。その人
が縁を歩いてることを、コーチングやその
他のアプローチで支援しながら気づいても
らうようなイメージかな。

　　　　でも、最初の頃、駆け出しの頃っていう
のは、やはりその対応は難しいと思います。
進路指導もそうだと思いますが、なるべく
早い段階で方向転換して、失敗しない方向
に進んでもらった方が、その人もより伸び
るような感じがするんですよ。でも、私自
身の経験からいくと、本人が望まない方向
転換っていうのは、パフォーマンスがむし
ろ悪くなるように思うんですよ。ただ、教
育の人の多くは、10歩先に危険があると
したら、9歩まで行かない人のほうが多い
と思います。もっと手前から指導を入れる
ことの方が多い気がしています。

木内　コーチングでは、相手を信頼するというと
ころは大きいと思うんですね。これはまず
いかなと思っていても、とりあえず付き
合って取り組んでいくと、意外とその人自
身の解決策を見つけていくこともあるかな
と。

小貫　9歩目までのプロセスが軌道修正をした時
に役立つと、無駄なものが1つもないと

いったことになりますから、非常に夢があ
りますね。

田中　教育の話でいけば、教育って成功させたい
んですよ。成功させたいんですけど、人生
においては失敗のほうが圧倒的に多いと思
うんですよ。その中で、実際にどうやって
学ぶかという話になった時に、僕はその9
歩目を歩いている時に、自分がどういう目
標に対してどういうアプローチをして、こ
ういう手順を踏んだ、といったプロセスこ
そが経験値だと思うんですよね。目標まで
のプロセスが経験値として積み重なってい
るから、例え危険のある方向に9歩進んだ
としても、9歩分のプロセスで学びがあっ
て、そこで軌道修正したとしても、学びと
してのプロセスはしっかり踏んでいると思
うんです。

木内　そうですね。あとコーチングでいうとする
と、自己決定やセルフコントロールを高め
るという目的もあるので、その練習という
位置づけもあります。つまり、10歩進ん
でいる間も、「今ここにいて、この先には
こういうことがあるかもしれない」という
ことをずっと確認していて、自分自身の状
態を観察する練習のプロセスでもあると思
います。

田中　そうだと思います。教育も、本当はゴール
が全部良い結果になれば、それに越したこ
とはないとは思いますが、自分の努力が直
接結果にはつながらなかったとしても、自
分がした努力、プロセスは当然評価される
べきだと思います。

　　　　現状の学習評価では、知識・技能として
の総括的評価も当然ありますが、意欲や態
度も計るようになっていますよね。今は
ノートを提出するとか、漢字を何回書いた
とか、手を何回挙げたとかで評価すること
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には課題があると言われていますが、それ
はさておき、あれもプロセスの評価ではあ
りますよね。新しい学習指導要領の評価の
考え方は、自分が努力し続けたことをしっ
かり評価する、つまり結果の評価だけでは
なくて、プロセスの評価をしていく流れに
はなっています。現在の教育は、その方向
にシフトしようとしているので、プロセス
を評価しようとする点でいえば、基本的に
はコーチングと教育は同じことをやろうと
しているんだと思います。

小貫　これまでコーチングについて共有した内容
を含めて、どんなふうに発展していけるか、
特に発達障害の人に対するアプローチとし
てコーチングを考えた時に、どのように発
展させていくことができるのか、支援全体
としての貢献等について、伺いたいのです
が如何でしょうか。

木内　コーチングの良さとして感じている点とし
て、「アクセスのしやすさ」があると思い
ます。障害の有無にかかわらず、コーチン
グを受けることで自分の生活をより良くす
ることができる点で、抵抗感が比較的少な
い状態で受けられるのではないかと。

　　　　なので、もう少し広まっていく可能性が
あるのではないかと思っています。それは
障害のある人だけではなくて、障害のない
人も含めてですね。毎日の生活や仕事もそ
うだし、家庭生活とか、人生の計画とか、
将来のこととか、色々なことを含めてコー
チングが広がっていく可能性を感じていま
す。

　　　　元々、カウンセリングもそういうところ
を目指していたのかもしれませんが、一般
的には何かしら困っていることや問題がな
いと、カウンセリングを受けられないよう
な認識がある気がします。ですので、現状
からより良くするために、積極的にコーチ

ングを受けるといった流れが広まっていく
と良いなと思うんです。

小貫　発達障害の支援という文脈でコーチングを
考えるとすると如何でしょうか。

田中　ある一定段階から非常に重要となる方法だ
と思うんですよ。むしろ、絶対取り入れな
きゃいけない方法と言ってもいいかもしれ
ませんね。特に、年齢が中学生や高校生、
大学生と進むほど、コーチングのエッセン
スが重要になると思うんですよ。

　　　　あまりにも低い年齢段階、つまり持ち合
わせている資源やスキルがないような状況
では、他の手法も取り入れる必要はあると
思いますが、本人が「こうしたい」と言っ
たものに対するアプローチは、コーチング
以外にないような気がするんですよ。

　　　　その時に、凄く良い言葉を頂いたと思っ
たのは、「相手への信頼」という話なんで
すよね。大人が子どもを信頼できるかどう
かっていう問題とか、支援者が障害のある
人を信頼できるか、発言を信用するとかい
う意味ではなくて、その人をきちんと信頼
できるかどうかという、そこが凄く問われ
るような気がするんですよ。とても難しい
ことではありますが。

小貫　先生方のお話の中にあった、希望の実現、
目標達成に至るプロセスの中で、調整とい
うか、自分の力だけで行うのではなくて、
周囲から様々なサポートを受けて到達する
といったことも、選択肢の１つとなる可能
性はありますよね。

　　　　カウンセリングの文脈であれば、自分の
内面に収まりがちで、外の資源とはつなが
りにくいところがありますよね。私自身の
経験も含めて、カウンセリングによるアプ
ローチに行き詰まりを感じている中で、一
番重要なことは、「○○のサポートがあれ
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ば、私は自分のもっているパフォーマンス
を最大に活用できます、凄く良い仕事がで
きます」といったような話が、コーチング
のプロセスの中で整理されていくようにな
ることだと考えています。

　　　　特に、発達障害の場合、特性や困り感は
１人ずつ異なるので、支援の仕方が違うと
いった時に、自ら「こういう支援をしてく
ださい」と言えるかが大事だと思っていま
す。なので、コーチングのプロセスでの気
づきというのは、とても重要なポイントだ
と思うんです。

田中　私もそう思います。コーチングは、教育で
本当にやらなきゃいけないこと、今はまだ
やれていないけど、やらなきゃいけない
ことの本筋と凄く合っていると思っていま
す。障害のある人については特に。

木内　確かにコーチングには、色々なものをつな
いでいける要素はあると思いますね。コー
チがクライアントに寄り添って、現状と、
どうなりたいかというところを見ていく中
で、教育的なものであればこういうのを
使っていこう、福祉的なものであればこ
ういうのを使っていこうっていうことで、
色々な要素を取り入れていくことはできる
のではないかと思っています。

　　　　私の場合は医療とのつながりがありま
す。特にADHD の人、もしくはADHD の
可能性があるということでコーチングを始
めた人の中には、医療につながっていない
という人は少なくありません。そういう人
達に、コーチングを通して「ちょっと病院
に行ってみませんか」ということで、病院
につながっていくこともあります。

小貫　それは、クライアント自身の希望の実現と
いう文脈の中で。

木内　そうですね。クライアント自身の思いを中
心にして、色んな資源につなげていくこと
は、比較的やりやすいように思いますね。

田中　その通りだと思います。教育でも、子ども
が卒業した後、社会に出る時の「自立と社
会参加」をキーワードとして考えた時に、
使えるリソースをうまく使って自分のパ
フォーマンスを最大限に発揮することは大
切と捉えています。障害のある子どもの場
合、この点が難しくなってきますよね。自
分のパフォーマンスをうまく発揮するため
に頑張ったとしても、社会的障壁があって、
自分だけではうまくいかないから、誰かの
手を借りるとか、ICT とかAT みたいなも
のを使うっていう話になるのかなと。それ
らの活用も含めて、自分が今もっているリ
ソースから最大限のパフォーマンスを発揮
するためにどうすればいいかというのは、
コーチングを通して深めていけると思いま
す。なので、コーチングは、障害のある人
の自立や社会参加を考える上で、凄く良い
アプローチというか考え方を提供するもの
だろうなと思っています。

小貫　コーチングの中で、クライアントのもつ資
源や希望を引き出すこと、どう引き出すか
ということを考えた時に、アプローチの仕
方が重要になりますよね。特に、ASD の
人の場合は難しくなると思いますが、そこ
はどのようにしたら良いのでしょうか。

木内　そうですね。特にASD の人は、その人が
満足すること、「こうあるといいな」とい
うものが、独特だったりすることがありま
すよね。ADHD の人の場合は、コーチと
しても、確かにそういうふうになったら、
凄く幸せだろうなというのは理解できる
し、共有や共感もしやすいと思います。一
方、ASD の人の場合は、凄く大きな夢とか、
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満足感といったものを特に必要としていな
いように感じられることもあります。やは
り、それぞれのクライアントが、どうなる
ことを望んでいるかについて、面接を通し
てつかむことが大切になります。ASD の
人の場合は、どちらかというと問題の解決
に近いところかもしれませんね。問題への
取り組みで、今まで少しでもうまくいった
ことを探っていくようなアプローチになる
ことは多いと思います。

　　　　あとは少し視野を広げて、「あなたの周
辺でうまくできている人としては、どんな
人がいますか？」といったように問いかけ
て、話を丁寧に聞いていくと、意外と身近
に良いモデルがいることに気づいたりとか
しますね。クライアント自身がこれまで気
づいていなかったところに気づくことも、
コーチングの中ではとても大切なことだと
思います。

小貫　問題を何とか解決していきたいけれども、
自分の中の資源や希望として何があるかわ
からないというクライアントにコーチング
を行う際には、やはりクライアント自身の
モチベーションも関係しますよね。また、
そのモチベーションには、教育が大切に育
てなきゃいけないとされている成長型マイ
ンドセットの要素も関係するのではないで
しょうか。

田中　ASD の人の場合、コーチングに限ったこ
とではありませんが、本人が言っている言
葉、例えば「家に帰ってゆっくり寝たい、
これが私の夢です」と言った時の、“ゆっ
くり寝たい”ということについて、私達の
もつイメージと、本人のイメージが違う場
合があるじゃないですか。私は、ASD の
人というか子ども達とコミュニケーション
をとる中で、その点を凄く調整していく必
要があると常に思っていて。そこは、コー

チ側なり受け取る側が、“ASD の人の言葉
を、誤解して捉えていないか”という視点
を常にもっておかないと、どんなアプロー
チもうまくいきませんよね。

小貫　確かにこの点は、カウンセリングも抱えて
いる問題ですし、教育も抱えていますし、
コーチングも抱えている問題ですよね。そ
の中でも、コーチングに関して言うと、具
体的なパフォーマンスや現実の行動につい
て、コーチとクライアントが互いに共有す
るので、言葉の表現による些細なズレが起
こった際には、計画を立てる時点でコーチ
側が気づきやすいかもしれませんね。

田中　そうだと思います。そういう意味では、コー
チングはやりやすいと思いますし、それが
他の技法や他の考えとの差別化を図れる部
分かもしれませんね。言葉のやりとりでは
あるけど、言葉によるズレが修正されやす
いという点が。

小貫　このような特徴をうまく活かしながら、
ASD のコーチングというような、技法の
工夫ができるといいですよね。

田中　そうですね。現状でも、教育において児
童や生徒へのアプローチが上手な先生は、
コーチングの理論を把握していないにして
も、既に実践しているところもあるとは思
うんですけどね。

小貫　そうですね。カウンセラーでもそのような
視点をもってカウンセリングを行っている
人はいるでしょうし、教育においてもそう
でしょうし。

　　　　医療や教育、福祉といった領域に関係な
く、支援に携わっている人達は皆、そこの
部分を持ち合わせているけれども、技法と
して特化するという点では、コーチングが
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あるというイメージでしょうね。だからこ
そ、多様な領域で支援に携わっている人達
が、コーチングという枠組みを共通項と
していくと、発達障害の人への新たなアプ
ローチとしての可能性が広がっていくよう
に感じます。

　　　　今日の対談は、そこに向けた第一歩とい
うことで、木内先生にはコーチングの研
究、田中先生には教育界での適用の可能性
を、今後それぞれ深めていって頂きたいと
いう、そんな希望をもちました。今日はあ
りがとうございました。

左から、小貫氏、木内氏、田中氏


